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            主     文 

       本件上告を棄却する。 

            理     由 

 弁護人山本衛及び被告人本人の各上告趣意のうち、航空法１５０条５号の４、７

３条の４第５項、航空法施行規則１６４条の１６第３号に関し、処罰対象となる行

為の決定を私人である機長に委任しているとして憲法３１条、７３条６号違反をい

う点は、航空法１５０条５号の４、７３条の４第５項、航空法施行規則１６４条の

１６は、同法７３条の３の禁止する行為のうち、機長が反復し、又は継続してはな

らない旨の命令をすることができ、当該命令に違反したときに処罰対象となるもの

を具体的に規定しており、処罰対象となる行為の決定を機長に委任したものとはい

えないから、前提を欠き、航空法施行規則１６４条の１６第３号の文言が不明確で

あるとして憲法３１条違反をいう点は、同文言が不明確であるとはいえないから、

前提を欠き、その余は、憲法違反をいう点を含め、実質は単なる法令違反、事実誤

認の主張であって、いずれも刑訴法４０５条の上告理由に当たらない。 

 よって、同法４１４条、３８６条１項３号により、裁判官全員一致の意見で、主

文のとおり決定する。 
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